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３成分地震計アレイによる雲仙火山火道探査観測

Seismic exploration using three-component seismogram array at Unzen volcano, Japan.
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１．はじめに
　2001年12月15日から24日にかけて雲仙火動探査のための構造探査実験が行われた．発信は３台のVibroseis

を用いて行われ、主に雲仙岳山頂の西側を通過する国道ぞいの測線で反射法探査が行われた．私たちは発進された
信号を独自の観測網で取得をするために、３成分地震計とデータロガーを用いて Vibroseis による信号を受信した．
現在解析は進行中であるが、ここではその観測の目的と概要を報告する．

２．観測の目的
　観測の目的はバイブレータ震源と地震計アレイによって火山がどのように見えるかを知るためである。私た

ちは火山や地震発生場での地震波速度モニターのためにアクロスシステムの開発を行っている。バイブロサイス震
源はアクロス震源とは異なるが、今回の実験の結果を解析することにより火山の地下がアクロスでどのように見え、
地震波伝播特性の時間変動モニターを火山で行うことが現実的に出来るかどうか、またできるとしたらどのように
見えるかを知る手がかりが得られると考えている。そのために次に述べるような観測をおこなった。
　観測点は反射法の測線と重なるように設定した．それは将来アクロスなどによる地震波伝播特性変動モニ

ターを火山で行うのに必要な基礎データを取得するため、あらかじめ反射法によって地下構造の分かっている場所
で記録を取得したほうが好都合だからである。また今回行われた反射法探査は上下成分のみの地震計を用いている
ため、私たちが水平動記録を取得することにより反射・散乱や屈折による PS 変換を捕らえ、火道探査にとって重
要な情報を得られることが期待される．

３．観測の概要
　反射法の南北主測線の中央付近に３成分 4.5Hz 地震計からなるアレイを設置した。観測は国道３８９号線と

仁田峠道路が交わる吹越峠付近を中心として行った。この付近は道路が曲がりくねっていたり分岐があるため、ア
レイを２次元的に展開できる利点がある。アレイの観測点の数は 34 である。通常地震計はグルーピングをするの
であるが、地震計の相互作用により周波数特性が乱れ、その点での定量性に問題があるため、一つの観測点には１
台の地震計を設置した。データロガーとしては白山工業の LS8000SH および地震研の共同利用から借用した DAT レ
コーダを用いた。LS8000SH は 200Hz、DAT レコーダは 100HZ のサンプリングレートで記録を行った．LS8000SH はメ
モリーが 20MB と限られているため、１観測点にたいして２台のデータロガーを用意して１日２～３回交換した。
そのため一部欠測期間が生じている．GPS による時刻校正は１時間に１回行う設定をした。DAT レコーダは観測期
間中連続記録を行い、GPS による時刻校正は３時間に１回行っている．LS8000SH を用いた観測点は１５点、DAT レ
コーダの観測点は１９点を設置した．いずれもほとんど失敗なくデータを取得できている．今後は半年程度の期間
で解析をすすめていきたい．
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